
ジャン ポール・グード 

生きるとは創造すること

文章 モーリエ

ジャン ポール・グード

は、現在に至るまで 年余り

にわたり、グラフィック・アーティス

ト、デザイナー、写真家、映像監督と

して、絵画、ポスターデザイン、写真、

映画、ビデオ、イベントなど、多岐に

わたるデザイン活動を通じて、私た

ちのイマジネーションに刺激的な影

響をおよぼしてきた人物です。

年代、伝説的な『エスクワイア』

誌 のアート・ディ

レクターに就任。ニューヨークではグレース・ジョーンズ をモデルにした作品を発

表しました。 年に活躍の場をフランスへ。パリで行われたフランス革命 周年記念パレ

ード、圧巻の『アラブ・スタイル』 を手掛けました。祝祭の演出、コダック

やシャネル などの企業の広告ポスターの製作、そして、レティシア・カスタ

をはじめとした時代を代表するスーパーモデルとのコラボレーションまで多岐にわたり

ました。こうしたグードが手がけた作品やイベントは常に、その時代の風潮や精神を見事に捉え

たものとなっています。

年には、 年間にわたりグードがフォトグラファーを務めたフランスの百貨店「ギャラリ

ー・ラファイエット 」のイメージビジュアルを編集した『

』が刊行されました。さらに、 年には、 年余りにわたるグードの活動の足跡を辿

った回顧展の内容をまとめた『 』が英仏 ヵ国語で出版されています。

また、近年は展示会の開催も相次いでいます。 年にフランス・パリの装飾芸術美術館

で行われたジャン ポール・グードの回顧展「 」は大成功を収

めました。 年には、ニースの写真・映像博物館 でも展示

会が催されました。また、 同年、東京・六本木にあるデザイン・ミュージアム

では、マルチに活躍するグードにインスパイアされた「イメージ・メーカー」と題した企



画展も開催されています。同企画展では、グードの作品が、同じくイメージ・メーカーのスピリ

ットを持つデヴィッド・リンチ 、ロバート・ウィルソン そして舘鼻

則孝の作品とともに紹介されました。

受けるに値する賛辞に安住し、現在の栄光にしばし満足する人もいるかもしれませんが、ジャン

ポール・グードはちがいます。グードにとって生きるとは創造することに等しく、自らの中に

宿るアイデアを肉付けし具体化していくことを止めることはできません。シャネル 、ケ

ンゾー 、ゲラン 、ヴィオネ あるいは資生堂などの企業の広告を担当す

る一方、『ハーパーズバザー』誌 、『ヴァニティフェア』誌 、『ロフ

ィシャル』誌 、『 マガジン』誌 や『ペーパーマガジン』誌

などの雑誌にも定期的に寄稿しています。

さらに、ファッション業界―であれば、ニコラ・ジェスキエール 、リカル

ド・ティッシ 、ジャン ポール・ゴルチエ 、カール・ラガーフ

ェルド 、アズディン・アライア 、クリスチャン・ラクロワ

、エンターテイメント業界であればマライア・キャリー 、ケイティ・ペ

リー 、オプラ・ウィンフリー 、ファレル・ウィリアムス

、スカーレット・ヨハンソン 、ペドロ・アルモドバル

、キム・カーダシアン といった各界で活躍する「アイコン」につい

て、ジャン ポール・グードが独自のイマジネーションにより創造したメタモルフォーゼの数々

は、今も私たちの記憶に印象深く残っています。その中でも、キム・カーダシアンの写真は、公

開されるや否やウェブ上で大きな反響を呼びました。

いまや、イメージ技術やデジタル技術の進歩により、ワンクリックするだけで自分の望むトラン

スフォーメーションやマニピュレーションが可能な時代であり、実際のところ、ジャン ポール・

グードも作業に際してそうした技術を駆使しています。しかしながら興味深いことに、たとえそ

んな時代であってもグードは決してペンや鉛筆を手放すことはありません。今でも引き続き、ペ

ンや鉛筆を使って、プロジェクトのひとつひとつをできる限り詳細に描いています。グードの作

品に見られるこのような頑なまでにグラフィックな特徴は、メディア関係者の目をひきつけま

す。 グードは、フランスを代表する日刊紙ル・モンドが発行する週刊誌『 ル・マガジン・デ

ュ・モンド』 ， より 年の ヵ月間にわたって、また『ヴォーグ』

誌 からは同年のクリスマス特集号について、編集をはじめとする「全権」を委任されま

した。エヴルー・ホテル の中庭で開催されたスキャパレリ のオー

トクチュール・ショーのために 年 月に創作したヒプノティックなセノグラフィー 舞台

美術もグードの近年の代表作のひとつです。

ジャン ポール・グードの疲れを知らない創作活動に対する思いや、その創作がもたらした多大

な成果について理解する上で最後に指摘しておかなければならない点があるとすれば、それは



本質的に委託されて行う作品の創作活動が、グード自身にとっては徹底的に個人的なアドベン

チャーのようなものであるということです。その過程における女性との出会いや、その出会いの

高揚感が道しるべとなり、 ある種の個人的な神話へと発展していくのです。グードは、人生と

仕事を切り離すことができません。この点は偶然にも、グードの全作品に非常に独特な印象をも

たらすとともに、彼の作品を単なるイメージ以上のものへと昇華させているのです。


